









　As Professor Stephen Macedo has argued: “That we are in the midst of a 
renewal of interest in democratic principles and practices seems hard to deny.”
（“Introduction”, Macedo ed., Deliberative Politics.）
（3）
 At the heart of this new 
democracy are participation, decentralization and deliberation. We analyze the 
essence of these three key elements.
「新しい民主主義」の核＝「参加」・
「分権」・「熟議」を精察する
― 続論：人類史的新段階「協同社会システム」への胎動を理解するために ― 
Participation, Decentralization and Deliberative Democracy: 
The Essence of a Renewal of Democracy
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信学習社会＝新しい真の民主主義
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組織における真の「当事者＝主体としての主権」をもつこと
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。しかも，参加
は“参加者”の利益のためにのみ生まれるのではなく人々の間の
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。「協同的市場経済
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「逆ピラミッド










































































（ 5）同上 ,とくに 3～ 19ページ。
5「新しい民主主義」の核＝「参加」・「分権」・「熟議」を精察する
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＜一元的支配システム
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＞の実現努力























（ 6）Umehara（梅原猛）（1992）p.10. Gray（1998）p.166.邦訳 234ページ。
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にかけて
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，人類史の上で
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，大きな変動が底部で進行しつつあるからである
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，“ポスト近代
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”といった程度の枠組みに収まるものではない
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，なんらかの形で他の人々を支配す
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＞を基礎づけるものとしての
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「支配型通信学習
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，情報内容の
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。この情報状況に立って
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，「上からの制御
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」にほかならない
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。なんらかの形で形式的制度だけ民
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衆の意見を反映する形をとり
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」を支配する権力者が支配権
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をもつ集中型である
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ディアの通信
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。この事態は近世・近代のすぐれた学者なども
含めて，これまでの人に予想できなかった事態である。すなわち，社会の人々
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・人類史の第五段階として実行可能かつ必然的なものと






4 4 4 4 4 4 4 4
。そこでは，旧来のような
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，形式的制度だけ民意反映の形を
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とり実質は社会の情報を制御する
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。すべての個人は社会の基本単位である
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，個人が社会や組織のためにあるのではない
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，「みんながこの自律主
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体性をもつ
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」ということを互いが確認することである
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「当事者＝主体と
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しての主権
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」をもつこと
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。しかも，参加は“参加者”の利益のた
めにのみ生まれるのではなく人々の間の
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「関係づくり
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」を刷新し，
すべての人にプラスを生む漸進的体制変革
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。この「支配型代議制」が今日の大衆の情
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当事者または利害関係人として加わること
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内容理解を今日の時代に合わせてヨリ正しい理解に変えていこう





4 4 4 4 4 4
・社会を構成するすべての人が
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，協同体の当事者＝主体としての
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主権を持つ
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債務としての労働契約を結ぶので
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「会社法上の会社
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した労使の組織体が形成される
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。その組織体の活動によって経営の生産的機能
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が実現されるのである
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」として「経営の生産的機能」＝＜現実の社会的経済活動＞
を実行する組織体が，社会通念としての「企業体」である。従業員はその
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，会社法上の構成主体ではない
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，その管理権が
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，両当事者の合意にもとづかざるを得ないのは当
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然なのである
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。したがって，一人ひとりの労働者はすべて企業体の




























4 4 4 4
「資本による一方的制御
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」ではなくなる
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つこととなる
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。このシステム変革が根幹である
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，社会の役に立つことであ
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。労働者は自己
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決定権を拡大することにより
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会性に自覚を持ち責任を持つ
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。「協同的市場経済















消費者はしばしば customer （顧客）とよばれるが，customer は“a 
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，これを原理的に変革することが現実になってきている
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，またそのニーズへの
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“こだわり
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が単なる
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，健康上・
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生活様式上などでの正常な運営
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できわめて強く求められることが多い
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内容を供給者が多様な形で常に吸収し
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努力を行なうという
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＜事前調整
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＞と見るのではなく
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，相手も市場における
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いう確認に立って
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にほかならない。「協同的市場経済
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を得ることができる。」「利益そのも
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のは企業の目的ではない
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十分な情報能力と知識を持つ今日の時代の消費
者からマイナス作用を受けるという，＜新しい時代の，見える手
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＞が働くとい
（43）Carlzon（1987）p.9, 29.邦訳 9,42ページ。 
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・反映しつつ「代議」してい
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
くという方法
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」からの完全な脱皮
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」”。協同が協同を生む中で
すべての個人と社会が成長する「参加力」による漸進的体制変革
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，社会システ
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ムそのものを
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，多面的に
4 4 4 4
，かつ漸進的に
4 4 4 4 4 4
，しかし原理的に改革していく
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「逆ピラミッド
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，
すべての大切な政治的審議




4 4 4 4 4 4 4
，一般市民の
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とすることが
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，分権なのである
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。これを説明するのにしばしば取り上げられる
のが，ヨーロッパにおける「補完性原理
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，ヨリ小さい組織を
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府の介入を最小限に限定する





















4 4 4 4 4 4 4
，現実の広域内における分権化と市民近接原則
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，すなわち市町
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）頭数を数え上げるだけのことではない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。そこでは平
等で包括的な基礎に立った討論そのものが大切
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「民主主義
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」モデルは
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会的討論の中で人びとの選好が変わるというプロセスについては完全にネグレ
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，各個人がみずからの選好を互いに表
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，という形の
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「票決モデル
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それは，筆者がかつて名づけたように，いわば討議ぬきの
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民主主義
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，大衆の高い情報水準と価値観の多様化の発展する
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社会のなかでは
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，「多様な価値観をどのように調整するか
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「相互了解を媒介する
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相互の自律性を受容しながら連帯感を共有できる
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